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当院での非 Brugada型特発性心室細動症例に対する 
アブレーション経験

中野　誠　長谷部雄飛　木村義隆　深澤恭之朗
千葉貴彦　三木景太　下川宏明

当院では，2006年 1月より 2017年 11月までの間に，非 Brugada型特発性心室細動症例 2症

例に対してカテーテルアブレーションを施行した．1例は心室細動蘇生後の症例で，植込み型除細動

器（ICD）植込み後，病棟モニターで心室期外収縮（PVC）がトリガーとなって VFが誘発されている波

形が認められた．右室流出路起源の PVCに対するアブレーション後，ICD適切作動なく経過してい

る．もう 1例は失神症例であり，やはり入院後のモニターで，PVCがトリガーとなる NSVF

（polymorphic VT）を認め，失神の原因と考えられた．Pacemapは右室下壁で一致し，同部位には比

較的発達した肉柱を認め，PVC起源との関与が疑われた．エコーガイド下に肉柱とその周辺に対し

て焼灼を施行，以後失神なく経過している．非 Brugada型特発性心室細動症例においては，

Brugada症候群と異なり，明らかな電気生理学的器質へのアプローチは定まってはいないが，VFの

トリガーとなりうる PVCを認める症例においては，アブレーションが有効な治療オプションになり

うると考えられた．

非Brugada型特発性心室細動に対するリスク評価と治療：侵襲的アプローチについて	
� （負荷試験，EPS，カテーテルアブレーションなど）
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